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：ロボット遠隔操作システム

■  技術概要

遠隔操作ロボット

コミュニケーションロボット、接客ロボット

言語や文化が違う相手とでもコミュニケーションが図れるロボットを提供する。

本発明によれば、ロボットとコミュニケーションしようとするユーザがロボットを遠隔
操作するオペレータが理解できない言語で話し掛けてきてもオペレータが理解でき
る言語に翻訳してオペレータに伝え、またオペレータの応対言語をユーザが理解で
きる言語に翻訳して伝えるので、言語や文化の違いを乗り越えてのコミュニケー
ションが可能となる。

ロボット１２とコミュニケーションしようとユーザＡが話し掛けてきた言語を、ロボット１
２を遠隔制御する操作端末１６のオペレータが理解できなかった場合、ＣＰＵ１４がそ
の言語をオペレータが理解できる言語に翻訳してからオペレータに伝え、またオペ
レータが発した応答の言葉をユーザＡが理解できる言語に翻訳して伝える。


